
リクルートワークス研究所
研究員

戸田淳仁

株式会社エマリコくにたち
代表取締役

菱沼勇介さん
1982年生まれ。神奈川県・私立栄光学園高校、一
橋大学商学部卒。大学時代に授業、サークル活動を
通して、国立の商店街活性化に取り組む。卒業後は
三井不動産に入社するが、3年で退社。コンサルティ
ング会社を経て、国立に戻る。2011年には株式会社
エマリコくにたちを立ち上げ、「くにたち野菜 しゅんかし
ゅんか」をオープン。自称「まちづくらー」。

会
社
を
選
ぶ
の
で
は
な
く

働
き
方
を
選
ぶ
時
代
に

　

2
0
2
0
年
の
労
働・雇
用
環
境
の
変
化

は
働
く
人
た
ち
の
意
識
を
も
大
き
く
変

え
て
い
き
ま
す
。
象
徴
的
な
の
が
、「
会
社

の
た
め
で
な
く
社
会
の
た
め
に
」と
考
え
る

若
者
の
増
加
で
す
。

 

「
現
段
階
で
も
会
社
で
働
く
こ
と
に
魅
力

を
感
じ
ず
、社
会
の
た
め
に
な
る
よ
う
な

働
き
方
を
し
た
い
と
い
う
大
学
生
が
目
立

っ
て
い
ま
す
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
、社
会
起
業
家
な
ど

の
選
択
肢
が
有
力
に
な
っ
て
い
く
可
能
性

は
あ
り
ま
す
ね
」（
戸
田
研
究
員
）

　

都
市
部
の
大
企
業
中
心
、男
性
中
心
、

正
社
員
中
心
、年
功
序
列
の
価
値
観
は
揺

ら
ぎ
、働
き
手
の
意
識
も
多
様
化
。決
ま
っ

た
一つ
の
コ
ー
ス
が
あ
る
と
い
う
の
で
は
な

く
、そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
価
値
観
を
軸
に
、

会
社
と
い
う
よ
り
は
働
き
方
を
選
ぶ
時
代

に
な
って
い
く
の
で
す
。

 

「
親
世
代
か
ら
み
る
と
不
安
な
時
代
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、今
の
若
者
は
す
で
に
厳
し

い
時
代
の
中
で
生
き
て
い
る
。
そ
の
中
で
自

分
な
り
の
幸
せ
を
ど
う
模
索
し
て
い
く
か

と
い
う
知
恵
は
親
世
代
よ
り
育
っ
て
い
る

は
ず
で
す
」（
同
）

　

現
実
に
こ
う
し
た
変
化
は
す
で
に
始
ま

って
お
り
、い
ち
早
く
時
代
に
対
応
し
た
働

き
方
で
活
躍
し
て
い
る
人
た
ち
も
い
ま

す
。2
0
2
0
年
に
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
っ

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
、5
人
の
働
き
方
を

み
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

社会貢献意識や地元志向の高まり、女性の台頭、グローバル化など
2020年に予測される動きのなかで注目される新しい働き方とは？

時代を先取りしている5人の事例を紹介します。

「
自
分
が
い
る
価
値
」を
求
め
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
へ

　

Ｊ
Ｒ
国
立
駅
近
く
に
あ
る「
し
ゅ
ん
か
し
ゅ
ん

か
」は
国
立
市
や
国
分
寺
市
で
そ
の
日
に
穫
れ
た

野
菜
な
ど
を
売
る
地
産
地
消
の
お
店
。

 

「
国
立
に
は
い
い
農
家
が
あ
る
の
に
地
元
の
人
に

獲
れ
た
て
野
菜
を
提
供
す
る
仕
組
み
が
な
い
。
商

店
街
に
も
個
性
的
な
小
売
店
が
必
要
。そ
れ
な
ら

自
分
た
ち
が
農
家
と
商
店
街
を
つ
な
い
で
盛
り
上

げ
て
い
こ
う
と
。
農
家
を
応
援
す
る
こ
と
は
地
元

の
農
地
を
守
る
意
味
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
狙
い

で
こ
の
事
業
を
始
め
た
ん
で
す
」

　

こ
う
語
る
経
営
者
の
菱
沼
勇
介
さ
ん
は
元
大

手
企
業
社
員
。し
か
し
、大
手
の
組
織
・
仕
事
に
違

和
感
を
覚
え
て
退
職
。
大
学
時
代
、ま
ち
づ
く
り

に
ど
っ
ぷ
り
か
か
わ
って
い
た
菱
沼
さ
ん
は
、国
立
に

人
脈
も
あ
り
、ご
く
自
然
な
選
択
で
地
域
の
た
め

に
働
く
道
を
歩
み
始
め
ま
し
た
。

 

「
突
き
詰
め
る
と
そ
こ
に
自
分
が
い
る
価
値
が
あ

る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
。自
分
の
し
た
こ
と
が
１

０
０
年
後
に
意
味
が
な
い
こ
と
で
あ
っ
て
ほ
し
く
な

い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
」

　

自
ら
先
頭
に
立
っ
て
理
想
を
実
現
し
て
い
く
働

き
方
も
合
っ
て
い
ま
し
た
。「
商
店
街
の
ご
ち
ゃ
ご

ち
ゃ
し
た
感
じ
が
好
き
」と
語
る
若
手
リ
ー
ダ
ー

は
今
日
も
国
立
の
街
を
駆
け
回
り
ま
す
。

■活動の全体像は？

株式会社のほかNPOなども
「しゅんかしゅんか」とワインダイニング
「くにたち村酒場」を運営するエマリコ
くにたちの活動が8～9割。そのほか、
学校給食への地場野菜納入事業を
手掛けるNPO、コミュニティビジネスを
支援する組織の運営など多角的にま
ちづくりにかかわっています。

■収入は気にしない？

大企業並みに稼ぐことは可能
今のビジネスを軌道に乗せて大手に
いた当時の収入を超えないといけない
と思っています。後に続く人たちを増
やすためにも、ソーシャルビジネスの成
功例を作っていくことはボクらの大切
な役割。決して不可能なことではない
と思っています。

■高校生へのアドバイスを

経済や経営を勉強しておこう
ソーシャルビジネスやNPOは理想だけ
で戦略がないために失敗することが
多い。その意味で、ボクの場合、大企
業でビジネスを経験したことがプラス
になっています。また、経済や経営など
資本主義社会の基本的な仕組みは
勉強しておくべきですね。
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株式会社アールティ
代表取締役

中川友紀子さん
1971年生まれ。東京・私立法政大学女子高校、法政
大学工学部電気工学科計測制御専攻（学科・専攻名
は当時）卒。同大学院工学研究科電気工学専攻修士
課程修了。東京工業大学などの研究員、日本科学未
来館展示サブリーダー、ロボット開発会社を経て、2005
年にアールティを起業。Google の開発者会議にたび
たび招かれ、Androidを使ったロボット技術などを発表。

特定非営利活動法人 Teach For Japan
学習支援事業本部 本部長

安原健朗さん
1988年生まれ。大阪教育大学附属高校池田校舎、神
戸大学発達科学部数理情報コース卒。教員と公務員
の両睨みで東京大学公共政策大学院へ進学。大学院
の1年次からTeach For Japanの活動に学生スタッフと
して参加。国家公務員1種にも合格したが、Teach For 
Japanで働くことを決め、大学院在学中の2011年8月
から常勤職員に。大学院は2012年3月に修了。

最
先
端
＆
サ
ー
ビ
ス
を
追
究
す
る

ロ
ボ
ッ
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー

　
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
に
サ
ー
ビ
ス
の
観
点
を
│
│
。株

式
会
社
ア
ー
ル
テ
ィ
を
経
営
す
る
中
川
友
紀
子
さ

ん
は
、そ
ん
な
新
し
い
発
想
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン（
変

革
）を
仕
掛
け
る
ロ
ボ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
す
。
上
の

写
真
で
中
川
さ
ん
が
抱
き
つ
い
て
い
る
「
ネ
コ
店

長
」は
そ
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
え
る
ロ
ボ
ッ
ト
。

 

「
ロ
ボ
ッ
ト
に
着
ぐ
る
み
を
着
せ
る
発
想
は
男
性

開
発
者
に
は
な
い
み
た
い
で
。
女
性
な
ら
で
は
の
ア

イ
デ
ア
だ
と
よ
く
い
わ
れ
ま
す
ね
」

　
ロ
ボ
ッ
ト
、人
工
知
能
の
研
究
者
と
し
て
キ
ャ
リ

ア
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、ロ
ボ
ッ
ト
と
ユ
ー
ザ
ー

の
関
係
に
関
心
が
広
が
り
、ビ
ジ
ネ
ス
の
分
野
へ
と

活
躍
の
舞
台
を
移
し
ま
し
た
。ロ
ボ
ッ
ト
が
生
活
の

中
で
人
々
に
親
し
ま
れ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

か
を
考
え
、一
般
向
け
ホ
ビ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
教
室
や
軽

量
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
ス
マ
ホ
で
操
作
す

る
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
な
ど
最
新
技
術
の
開
発
で
も
世

界
が
注
目
す
る
成
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

 

「
未
開
拓
の
領
域
で
先
頭
を
走
る
の
は
も
の
す
ご

く
大
変
な
こ
と
」と
中
川
さ
ん
。
し
か
し
、誰
も
や

ら
な
い
こ
と
に
こ
そ
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
い
う
戦
略

と
、何
よ
り「
好
き
だ
か
ら
」と
い
う
思
い
で
突
っ
走

り
続
け
ま
す
。

目
標
を
共
有
す
る
仲
間
と
と
も
に

教
育
格
差
の
解
消
に
取
り
組
む

　

高
校
以
来「
日
本
の
教
育
格
差
を
解
消
し
た

い
」と
考
え
て
き
た
安
原
健
朗
さ
ん
。
当
初
は
教

員
に
な
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
し
た
が
、官
僚
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
いっ
た
選
択
肢
が
浮
上
す
る
中
、選
ん
だ

の
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｔｅａｃ
ｈ 

Ｆｏｒ 

Ｊ
ａｐ
ａｎ（
Ｔ

Ｆ
Ｊ
）で
し
た
。

 

「
官
僚
に
な
っ
た
場
合
、今
す
ぐ
自
分
の
や
り
た
い

こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。で
も
、十

分
な
教
育
を
受
け
ら
れ
な
い
子
ど
も
は
今
も
い
る

ん
で
す
。
早
く
課
題
解
決
に
取
り
組
む
な
ら
Ｎ
Ｐ

Ｏ
だ
と
思
い
ま
し
た
」

　

Ｔ
Ｆ
Ｊ
は
、独
自
に
研
修
し
た
教
員
を
全
国
各

地
に
紹
介
し
、地
域
の
教
育
格
差
問
題
解
決
や
新

た
な
問
題
発
見
に
つ
な
げ
る
事
業
と
、大
学
生
な

ど
が
勉
強
の
遅
れ
て
い
る
子
ど
も
を
指
導
す
る
学

習
支
援
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
安
原
さ
ん

は
、教
師
紹
介
に
関
す
る
自
治
体
と
の
折
衝
、学

習
支
援
事
業
の
運
営
管
理
な
ど
を
担
当
。全
国
の

教
育
委
員
会
を
精
力
的
に
回
り
、ゼ
ロ
か
ら
新
た

な
仕
組
み
を
提
案
す
る
仕
事
は
、常
に「
ワ
ク
ワ
ク

す
る
」と
語
り
ま
す
。

  

「
教
育
格
差
解
消
に
か
け
る
思
い
は
誰
に
も
負

け
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
目
標
を
共
有
す
る
仲
間
と
も

出
会
え
た
。そ
の
2
つ
が
私
の
原
動
力
で
す
ね
」

■現在の活動の原点は？

高校進学時に感じた教育格差
小中と地元の公立校に通っていたの
ですが、かなり荒れた地域でした。高
校は国立大学付属高校へ。すると周
囲の勉強に対する意識がまるで違う。
その差はなぜ生まれるのかと考え、環
境や出会った先生の影響が大きいと
思い至ったのが原点です。

■NPOで培われる力は？

ゼロから仕組みを作る力
NPOはゼロから新しい仕組みを作る
のが仕事。それしかしません（笑）。ま
た、常に「何のためにやっているのか」
「その先に何があるか」を考えながら
活動しています。この経験とそこで培
われたマインドは民間企業などでも通
用するものだと思います。

■今後のキャリアは？

課題意識に応じて柔軟に
NPOから民間、行政へというキャリア
は日本でももっと広がるべき。自分が
その先鞭をつけたい。その後でTFJに
戻る道もあります。そのときの課題意
識や自分の能力に応じてキャリア選
択は柔軟に考えています。教員になる
夢もまだもっていますよ。

■ロボットとの出会いは？

大学1年のとき運命の遭遇が！
大学入学直後、ロボットサークルの勧
誘でマイクロマウスという小型ロボット
を見て、「これを作りたい！」と一目惚れ
しました。ちなみにサークルで同学年
の女子は私だけでしたね（笑）。当時
は4年かけてみんなで1台作るのがや
っとでした。

■日本科学未来館での仕事は？

ASIMOなどの展示を企画
役割としては、最新の科学技術を一
般の人々にわかりやすく伝えるサイエ
ンスコミュニケーター。ロボット以外に
も幅広く、展示の企画などに携わりま
した。当時、ASIMOのデモンストレー
ションにかかわった経験は、今の仕事
にも生きています。

■会社を作った理由は？

同じ目的の仲間を集めるため
もちろん自分がやりたいことをやりたい
から会社を立ち上げたんですが、自分
1人ではできることに限界があります。
自分にはない情報や技術をもってい
る人を集めることで、さらに前に進むこ
とができる。それが会社を立ち上げた
一番の理由ですね。
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EQパートナーズ株式会社
コンサルタント

藤原敬行さん
1971年生まれ。埼玉・私立慶應義塾志木高校、東
京大学工学部機械工学科卒。同大学院工学研究
科機械工学専攻修士課程修了。日本IBMに入社し、
生産技術部門、開発部門で働く。その後、ソフトウェ
ア商社の技術営業、システム開発会社の経営管理
を経て、EQパートナーズへ。2社目の在職中にオース
トラリア・ボンド大学大学院 MBA（通信制）取得。

株式会社SUSUBOX
代表取締役

相部範之さん
1975年生まれ。東京・私立多摩大学附属聖ヶ丘高校、
工学院大学工学部第1部電子工学科（学科名は当時）
卒。筑波大学大学院理工学研究科理工学専攻修士
課程（研究科・専攻名は当時）、同システム情報工学研
究科コンピュータサイエンス専攻博士課程修了。大学4
年以降FPGAを使ったハードウェア開発がテーマに。筑
波大学研究員を経て、2012年にSUSUBOXを起業。

外
国
人
が
3
割
以
上
の
多
国
籍
な
職
場

会
議
も
普
段
の
会
話
も
英
語
が
飛
び
交
う

　

Ｅ
Ｑ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
は
、企
業
に
対
し
て
グ
ロ
ー

バ
ル
化
へ
の
対
応
や
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
な
ど
に

関
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ・研
修
を
行
う
会
社
。シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
に
も
オ
フ
ィ
ス
を
も
ち
、国
際
的
に
事

業
展
開
し
て
い
る
企
業
で
す
。藤
原
敬
行
さ
ん
は
、

豊
富
な
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
経
験
や
高
い
英
語
力
を
買

わ
れ
て
、2
0
1
1
年
か
ら
同
社
で
働
い
て
い
ま
す
。

　

日
本
人
社
長
が
経
営
す
る
日
本
の
会
社
で
す

が
、「
自
分
た
ち
自
身
も
グ
ロ
ー
バ
ル
環
境
を
肌
で

感
じ
な
い
と
」と
い
う
主
旨
で
、メ
ン
バ
ー
は
イ
ン
タ

ー
ン
生
も
含
め
る
と
3
割
以
上
が
外
国
人
。
ア
メ

リ
カ
、フ
ラ
ン
ス
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、中
国
、イ
ン
ド
と
い

っ
た
多
様
な
国
の
出
身
者
が
集
ま
って
い
ま
す
。

 

「
外
国
人
講
師
・コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
加
わ
る
会
議

は
英
語
で
す
ね
。
普
段
の
会
話
は
英
語
の
場
合
も

あ
れ
ば
日
本
語
の
場
合
も
あ
り
ま
す
」

　

文
化
的
背
景
が
違
う
の
で
、日
本
的
な
あ
・
う

ん
の
呼
吸
は
通
じ
ま
せ
ん
。
相
手
の
発
言
内
容
を

自
分
の
言
葉
で
確
認
し
、自
ら
も
論
理
的
に
話
す

よ
う
に
意
識
し
て
い
る
と
藤
原
さ
ん
。

 

「
世
界
で
は
言
い
た
い
こ
と
は
は
っ
き
り
言
う
の
が

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
。
日
本
人
と
日
本
語
で
話
す
よ
り

気
は
使
い
ま
せ
ん（
笑
）。
仕
事
も
し
や
す
く
、刺

激
的
で
心
地
い
い
環
境
で
す
ね
」

仕
事
場
で
あ
り
技
術
者
と
の
交
流
の
場

で
も
あ
る
〝
フ
ァ
ブ
ラ
ボ
〞を
設
立

　

相
部
さ
ん
は
電
子
機
器
の
基
板
開
発
な
ど
を

手
掛
け
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
。
独
立
後
は
企
業
か
ら
の
受

託
開
発
を
メ
イ
ン
に
個
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。フ

リ
ー
で
の
活
動
自
体
は
腕
の
あ
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
な
ら

珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、相
部
さ
ん
が
ユ
ニ
ー
ク
な

の
は
フ
ァ
ブ
ラ
ボ「
Ｆ
Ｐ
Ｇ
Ａ-

Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ
」を
立
ち

上
げ
た
こ
と
。自
身
の
仕
事
場
で
あ
る
と
同
時
に
、

毎
週
日
曜
に
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
な
ど
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ス

ペ
ー
ス
と
な
る
こ
の
カ
フ
ェ
が
活
動
に
広
が
り
を
与

え
て
い
ま
す
。

 
「
ウ
チ
に
は
レ
ー
ザ
ー
加
工
機
な
ど
の
開
発
機
材

が
そ
ろ
っ
て
い
る
の
で
、本
職
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
方
々

が
趣
味
で
自
分
の
好
き
な
モ
ノ
を
作
る
た
め
に
集

ま
って
き
ま
す
。こ
う
し
た
お
客
さ
ん
と
の
交
流
は

刺
激
的
で
楽
し
い
で
す
し
、お
客
さ
ん
か
ら
の
依
頼

や
紹
介
で
仕
事
に
も
つ
な
が
って
い
ま
す
」

　

相
部
さ
ん
の
仕
事
ぶ
り
も
趣
味
と
の
境
目
は
あ

り
ま
せ
ん
。
小
３
で
電
子
工
作
に
触
れ
て
以
来
、ハ

ン
ダ
ご
て
を
握
る
と
き
の
ワ
ク
ワ
ク
感
は
今
も
同

じ
。
そ
れ
を
何
よ
り
大
切
に
し
て
き
た
結
果
が
、

今
の
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
な
の
で
す
。

 

「
何
が
い
いっ
て
上
司
が
い
な
い（
笑
）。
自
分
の
好

き
な
時
間
に
好
き
な
開
発
に
打
ち
込
め
る
。
こ
ん

な
幸
せ
な
こ
と
は
な
い
で
す
ね
」

■自分の核となる技術は？

店名にもしている「FPGA」
大学4年のとき、回路構成を自由に書
き換えられるLSI（半導体集積回路）
「FPGA」に出会い、「この技術があれ
ば何でも作れる！」と取り憑かれました。
大学院でもFPGAを使った画像認識
装置の開発に取り組み、今もFPGA
を使った開発が仕事の中心です。

■“ファブラボ”とは？

一般に開放された研究開発の場
マサチューセッツ工科大学（MIT）がも
のづくりの可能性を広げるために提唱
し、世界中に拡大している自由な研究
開発の場のこと。一般の人が高額な
ものも含む工作機械を無料で利用で
きるのが特色で、技術者などの交流
の場にもなっています。

■高校生へのアドバイスを

ドクターに進む意味は大きい
研究者として大学に残らない場合で
も博士課程に進む意味は大きいです
ね。ドクターの肩書は仕事や開発資
金を得るうえで有効ですし、論文を書く
際には自分のそれまでの研究を客観
的に評価し直すため、高いレベルで
思考力が鍛えられますから。

■英語は得意科目だった？

英語の成績は良かったが…
学生時代、英語の成績は良かったん
です。ただ、大学の卒業旅行でヨーロ
ッパに行ったとき、話せるだろうと思っ
ていたら、まるで言葉が出てこない。そ
れがショックで、その後TOEIC®テスト
の勉強をしたり、再度短期留学したり
して、会話力を磨きました。

■語学力アップのコツは？

コミュニケーションすること
例えば、IBM時代は工場があった関
係でタイ人とのやりとりが多かったの
ですが、彼らの話す英語はまた独特。
ひとくちに英語といっても国ごとに癖
もあるので、正確な発音や文法にこだ
わりすぎず、いろんな人とコミュニケー
ションすることが大事です。

■高校生へのアドバイス

グローバル環境で働く準備を
日本の人口は今後急速に減少し、国
内市場は縮小。中国、ベトナム、イン
ド、インドネシア、ロシアなどの新興国
とのビジネスが増え、グローバルな環
境で働くことが当たり前の世の中にな
ります。そのための準備はしっかりして
おいてください。

※記事中に掲載している皆さんの所属・肩書などはすべて2013年1月末時点のものです。 26


